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研究成果の概要（和文）：ライフスキル健康教育と家族関係をベースとした支援プログラムを開発し、発達障が
い児のきょうだい9名(11～14歳)に対して実践した結果、意思決定スキルやストレスマネジメンスキル、家族か
らのサポートが向上した。これは、参加きょうだいが主体となるように、自分達の経験や知識を元に解決策を見
つけ、課題を解決する経験を積むことを意図した学習過程とし、協同作業の機会を設けて、参加型の学習方法に
したことによる効果が大きいといえる。
　さらに、机上での知識教授だけでなく、具体的なストレス対処方略の練習を取り入れたことも、ストレスをマ
ネジメントしていく姿勢やライフスキルを習得できたことに効果があったといえる。

研究成果の概要（英文）：By developing the support program based on the life skill health education 
and family relation, and practicing it for 9 siblings of Children with developmental disorders,the 
support from decision-making skill, stress management skill, family improved.This is a learning 
process intended to find a solution based on their own experiences and knowledge, and to accumulate 
experience of solving problems, so that they can take the initiative of participatory learning 
method by setting an opportunity for cooperative work.
In addition, it can be said that not only the knowledge professor in the table but also that the 
practice of the concrete stress coping strategy was also effective for acquiring attitude and skill 
which manage the stress.
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１．研究開始当初の背景 
障がいのある同胞とともに育つきょうだ

いは、弱者への配慮ができるような、情緒

面での発達を認める一方、自己卑下になる

などの性格傾向や、身体的症状、行動上の

問題が生じやすい(川上,2009)。中でも、発

達障がい児のきょうだいは、同胞の突然の

問題行動に対して戸惑うなど、障がいで起

こる生活上の問題を常に憂慮し(宮内,2012)、

家族が同胞の世話に多くの時間を割くこと

で、孤立感やストレスを抱えている(平

川,2004)。以上から、発達障がい児のきょ

うだいへの支援は、日常生活で遭遇する困

難への適応能力の育成を目指し、かつ、き

ょうだいを支える家族までを視野に入れて

行う必要がある。 

しかし、きょうだい支援に関するこれま

での報告は、体系化したものが少なく(田

倉,2007) (Meyer＆Vadasy,2008)、加えて、発

達障がいの知識や情報提供に限った内容で

あるため(阿部,2012)、同胞の障がいから生

ずる困難を対処できる能力まで培うことは

難しい。 

一方、近年、青少年の健康増進と健全育

成に重要な役割をもつ「ライフスキル」の

重要性と効果が注目され、21世紀の教育目

標「生きる力」の育成にも導入されている。

このライフスキルは WHO の定義によると

「日常生活で生じる問題・要求への建設

的・適応的対処に必要な心理・社会的能力」

とされ(川畑,2006)、問題解決やストレス対

処能力・自尊感情などが含まれている。ま

た、これらの形成を基礎とした青少年への

健康増進プログラムがアメリカ健康財団に

より開発され、わが国でも川畑らにより、

日本版の開発と普及がすすんでいる(川

畑,2009)。それらは、ライフスキルとして

の心理社会的能力を育み、望ましい健康行

動の形成・行動変容への効果が高い点に特

徴がある(内,2003)。 

従って、同胞の障がいで生ずる生活上の

困難への適応が難しく、この問題と生涯取

り組まなければならない発達障がい児のき

ょうだいとその家族にとって、ライフスキ

ルを培う支援プログラムはニーズが高く、

効果が期待できる。 
 
２．研究の目的 
発達障がいのある子ども(以下、同胞)とと

もに育つ兄弟姉妹（以下、きょうだい）に

対する支援プログラムを、ライフスキル健

康教育(川畑,2006)と「家族関係」をベース

とした概念枠組みで、開発・実践し、効果

評価を行うことである。 
 
３．研究の方法 
プログラムは概念枠組み通り、先行因子

を①障がいに関する知識の習得、促進因子

を②ライフスキル(意志決定スキル・ストレ

スマネージメントスキル)、強化因子を③プ

ログラムに参加するメンバー及び家族とし

た。 

1)プログラム内容 

学習過程を、参加児童が主体となり自分

達の経験や知識を元に解決策を見つけるよ

うな体験的・問題解決的学習となるよう設

定した。一方、学習方法は、ブレインスト

ーミング、ケーススタディ、ゲームを取り

入れて参加型学習とし、協同作業の機会を

多くした。 

プログラムの全行程は 4回(先行因子「発

達障がいに関する知識・態度」:1回、促進

因子「ライフスキル」:2回、強化因子「家

族の絆の強化」:1回)とした。このうち先行

因子の 1回は、同胞によく見られる行動特

徴を基に「好きな世界にこだわる」「パニッ

クを起こす」「暗黙のルールが分からない」

「言葉だけでは理解が難しい」について具

体的エピソードを示し、その行動理由につ

いてレクチャーを行った。 

促進因子の 1回目は、先述の【学習過程】



【学習方法】を反映し、先行因子の回で挙

げたエピソードに対する(意志決定スキル

を活用した)対処方法をグループで考える

内容とした。 

促進因子の 2回目はストレスマネジメン

トスキル習得のため、自分のストレスの原

因に気づき、コーピングの重要性を理解す

ること、さらに、呼吸法・漸進性弛緩法の

実践とした(表 1)。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

強化因子の 1回は、家族参加のセッショ

ンとし、きょうだいと家族が日頃の思いを

メッセージカードにして交換するなどして、

家族交流を図った。 

 

2)プログラム評価 

ストレスマネジメント自己効力感尺度

（SMSE-20）(山田・大野・堤,2001)と、4

段階評定の中学生用ソーシャル・サポート

尺度（岡安・嶋田・坂野,1993）とし、サポ

ート源を“家族”とした。 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．研究成果 

1)結果 

(1)参加きょうだいの特徴(表 2) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(2) ストレスマネジメント自己効力感得点

（SMSE-20）(表 3) 

20項目から成り、いずれも今回のプログ

ラムで習得を目指したライフスキル、およ

び緩衝要因である。参加きょうだいへは、

それぞれのスキルがどの程度自分に備わっ

ているか、緩衝要因を有しているかを、0

点（全くできない）～100 点（完全にでき

る）のいずれかの点数に〇をつけるよう求

めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



(3) ソーシャル・サポート得点(表 4) 

 久田・千田・箕口(1989)によって作成さ

れた学生用ソーシャル・サポート尺度

SESS(The Scale of Expectancy for Social 

Support)の 16 項目を中学生にも容易に理

解できるように、岡安ら(1993)が改変した

尺度を使用した。SESSは,将来何か問題が

生じた場合に,周囲の人々からどの程度の

援助が期待できるかを評価する尺度であり、

各項目に対してサポート源からそれぞれ将

来どの程度援助が期待できるかを、「絶対ち

がう(1点)」 ～「きっとそうだ(4点)」の 4

段階で評定し、合計得点が高いほどサポー

トの期待が高いことを表わす。 

本研究では“家族”に関するソーシャル

サポートとしての期待に関する評定を参加

きょうだいへ求め、総得点の平均値を算出

した(表 5)。その結果、プログラム実施前が

41.4±13.1点、プログラム実施直後が 46.4

±11.9点、3カ月後が 47.0±10.7点であっ

た。 
 
 
 
 
 

 
 

2)考察 

 発達障がいのある子どものきょうだいに

対する、ライフスキル健康教育と家族関係

をベースとした支援プログラムを実践す

ることで、意思決定スキルやストレスマネ

ジメンスキルが高まり、家族からのサポー

トも高まる可能性が示唆された。 

今回作成したプログラムでは、参加きょ

うだいが主体となるように、自分達の経験

や知識を元に解決策を見つけ、課題を解決

する経験を積んでもらうことを意図した学

習過程としたことや、学習方法は参加型で、

協同作業の機会を多く設定したことにより、

自己効力感や対人関係能力が向上したので

はないかと考える。 

 さらに、ライフスキルについては、机上

での知識教授だけでなく、意志決定スキル

や漸進的筋弛緩法実践などの具体的なスト

レス対処方略の練習を取り入れたことも、

自分自身でストレスをマネジメントしてい

く姿勢やスキルが習得できたことに効果が

あったと考える。 

3)今後の課題 

第一点は、研究デザインが挙げられる。

本研究では、一群プレポストデザインを用

いているため、コントロール群を設定して

いない。従って、参加きょうだいの準備性

や評価結果に対する評価時期の影響を否定

できない。今後は、二群プレポストデザイ

ンを用いて、本プログラム効果を検討する

必要がある。 

第二点目は、参加きょうだいの日常生活

におけるライフスキルと知識活用の定着と

維持が挙げられる。今回のプログラム実施

直後の評価では、参加きょうだいのほとん

どがレクチャーやワークで学んだ知識やス

キルを活用できる可能性が示唆されたが、

3 カ月後には維持できていない項目があっ

た。今回は計四回だけのプログラム実施で

あったが、今後は、この結果を踏まえ、実

施後三カ月までにフォローアップのための

取り組みを行うことが必要である。 

第三点目は、プログラムで習得したスキ

ルや知識の実行度の測定の必要性が挙げら

れる。本研究では、対象きょうだいが学ん

だライフスキルや知識をどの程度活用して

いるかという評価を実施していない。その

ため、プログラム効果がどのようなプロセ

スで表れるに至ったかについて、詳細に分

析ができない。 

従って、プログラムで学んだ知識やライ

フスキルを試したか否か、それはどの程度

か(たくさんか、少しか、やらなかったか)、

内容はどうだったか(上手に、少し上手にで



きたか否か)、及び各々の理由に関して、選

択肢での測定や自由記述、面接調査などで

今後は評価し、プログラム内容のブラッシ

ュアップに活かす必要があるといえる。 
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